
 

第 66 期決算公告 

2025 年 12 月 4 日 

東京都台東区北上野 2 丁目 8 月 7 号 

                                       株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング 

                                             代表取締役社長 遠藤 一郎 
 

(2025 年 9 月 30 日現在) 

単位(千円) 

 

 (注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 



 

個別注記表 

 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

1. 資産の評価基準及び評価方法 

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

・ その他有価証券で時価のあるものは、決算期末日の市場価格等に基づく時価法によります(評価

差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております)。 

・ その他有価証券で時価のないものは、移動平均法による原価法によります。 

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法 

・ 未成業務支出金は、個別法による原価法によります。 

・ 貯蔵品は、最終仕入原価法によります。 

 

2. 固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産は、定率法によります。ただし、1998 年 4 月 1 日以降に取得した建物（建物附

属設備を除く）及び 2016 年 4月 1日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定

額法によっております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

 

建物 3～50年 

機械及び装置 15年 

車両運搬具 3～5年 

器具備品 3～15年 

 

(2) 無形固定資産のうち自社利用のソフトウェアにつきましては、社内における利用可能期間(5年)

に基づく定額法によっております。 

(3) 長期前払費用は、定額法によります。 

 

3. 引当金の計上基準 

(1) 貸倒引当金 

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

(2) 賞与引当金 

従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上しております。 

(3) 業務損失引当金 

受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末における受注契約に係る損失見込額を計上

しております。 

(4) 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。 

 

4. 収益及び費用の計上基準 

当社の主要な事業である建設工事業務、調査・設計等業務においては、履行義務の充足に係る進捗

度を見積り、負う義務を充足するにつれて一定の期間にわたり収益を認識しております。また、履行

義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用を回収することが見込

まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しております。 



 

なお、進捗度の測定は、主に履行義務の充足に必要な総原価を見積もり、発生した実績原価の割合

（インプット法）によっております。 

 

5. 消費税等の会計処理 

税抜方式によっております。 

   

6. 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

 


